
 

 

令和３年７月２１日 
 
 
 
 
 
 
 

「ＦＣトラック輸送実証」を開始します！ 

～物流業界のＣＯ２排出量削減の実現を目指して～ 

（※）  〔航続距離〕FC トラック約 200km  EV トラック約 100km 

 〔燃料供給時間〕FC トラック約 6分  EV トラック約 90 分（急速充電） 

 

１ 参画団体・企業 

    ・ 全体調整 ： 福岡県  

・ 運送事業者との調整等 ： 福岡県トラック協会 

 ・ 輸送実証 ： 久留米運送㈱、戸畑物流㈱、福岡運輸㈱、福岡食品サービス㈱ 

２ 実証内容 

   ・４事業者が実際の運送業務にＦＣトラックを活用し、以下を検証。 

 利便性：水素ステーションの営業時間との親和性等 

 実用性：冷蔵機器の温度管理やＦＣトラックの加減速性等 

 快適性：騒音や振動等の身体的負担の軽減等 

 環境・経済性：ＣＯ２削減量、燃費等 

       

 

○ 物流業界では、近年の通販市場の貨物輸送量増加でＣＯ２排出量の削減が喫緊

の課題。ＣＯ２を排出せず、航続距離、燃料供給時間に優れたＦＣトラックに期待。
（※） 

○ そこで、県では、トヨタ自動車から市販化前のＦＣトラックを１台借り受け、福岡県ト

ラック協会と連携し、県内の全水素ステーションを活用した輸送実証を実施。 

○ 輸送実証では、県トラック協会会員の４事業者が、実際の業務にＦＣトラックを活

用し、パン、弁当等のチルド製品や日用品、建材等の雑貨を運搬。 

○ 利便性の高い輸送ルートや製品の品質管理の実用性、運転の快適性等につい

ての検証とともに、ＣＯ２削減量や燃費のデータを取得。 

○ 実証参加企業の声をトヨタ自動車と共有し、ＦＣトラックの市販化を後押し。また、

FC トラックの導入メリットやＣＯ２削減量等のデータを運送事業者に周知し、市販化

後の速やかな普及を目指す。 

○ 物流業界におけるＣＯ２排出量削減の実現と労働環境の改善による業界の更

なる発展を目指す。また、本県が推進するＦＣモビリティの普及と水素ステーシ

ョンの整備・活用につなげ、脱炭素社会の実現を目指していく。 

担当課 商工部自動車産業振興室 

担当  西村、伊見 

直通  092-643-3447 

内線  3792 



 

 

３ 実証期間 

    ・ 令和３年８月～１２月 

    ・ 各事業者の詳細は以下のとおり 

  ※１０月、１１月は中旬を目途に次の事業者に引き渡し。 

 

 ４ 出発式 

（１）日時 令和３年７月２８日（水）１２時４５分～１３時４５分 

（２）場所 福岡県行政棟南玄関 

（３）主な出席者（予定） 

   服部
はっとり

 誠太郎
せ い た ろ う

 福岡県知事 

   秋田
あ き た

 章二
し ょ う じ

   福岡県議会議長 

   河原
かわはら

畑
ばた

 徹
とおる

  九州運輸局長 

   米田
よ ね だ

 健三
けんぞう

  九州経済産業局長 

   眞
ま

鍋
なべ

 博
ひろ

俊
と し

  福岡県トラック協会会長 

   ※このほか、輸送実証に参加する久留米運送㈱、 

     戸畑物流㈱、福岡運輸㈱、福岡食品サービス㈱が出席。 

（４）式典内容 

  ①知事、来賓、企業挨拶 

  ②ＦＣトラック除幕 

  ③テープカット 

  ④ラッピングデザイン 

   採用者記念品授与 

  ⑤ＦＣトラック試乗 

※服部知事が試乗 

運送事業者 戸畑物流㈱ 久留米運送㈱ 
福岡食品 

サービス㈱ 
福岡運輸㈱ 

実証時期 ８月 ９～１０月 １０～１１月 １１～１２月 

輸送製品 

雑貨 

（日用品等） 

 

※常温 

雑貨 

（建材、部品等） 

 

※常温 

食料品 

（パン、弁当等） 

 

※冷蔵 

食料品 

（生鮮品、加工

品等） 

※冷蔵 

輸送ルート 

自社倉庫 

  ↓ 

ホームセンター 

自社配送センター 

 ↑↓ 

企業等 

製造会社 

  ↓ 

スーパー 

製造会社 

  ↓ 

仲卸業者 

輸送地域 北九州圏域 筑後、福岡圏域 福岡圏域 筑豊、福岡圏域 

応募総数１７１件の中から、 

「福岡県知事賞」 

「福岡県トラック協会会長賞」 

を選定。当日、お披露目します。 

ご期待ください！！ 

ラッピング 

©トヨタ自動車株式会社 

行政棟

東公園

警察棟議会棟

 出発式 

試乗コース 



電気

ＦＣスタック
（燃料電池）

水素酸素

発電

空気
（酸素）

O2 H2

H2O

水素タンク
×３本

駆動用
バッテリー

電気
MG-TA

（モーター）

ＦＣトラックの車両概要

ＦＣトラックの動作原理

FCトラック外観

Ｆｕｅｌ Ｃｅｌｌ トラック

福岡県商工部自動車産業振興室
〒812-8577 福岡市博多区東公園7-7

TEL:092-643-3447 FAX:092-643-3421

©トヨタ自動車株式会社

… 水素と空気中の酸素の化学反応により発電し、
モーターを動かして走行します。
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化学反応

寸法

全長 6,535 mm

全幅 2,180 mm

全高 2,970 mm

定員 3 名

重量 （空車） 3,990 kg

積載量 3,000 kg

FC
スタック

最高出力 114kW （155PS）

モーター

最高出力 112kW （152PS）

最大トルク 300N・m （31kgf・m）

動力性能 最高速度 80km/h

燃料 圧縮水素
186L （62L ＊ タンク3本）

使用圧力：70MPa

車両スペック

ベース車両 トヨタ ダイナ

型式 XZU712-TQFQC-3改

冷凍機付コンテナ チルド仕様 ※庫内温度：5℃以下

※FCスタック、モーター等、FCトラックを構成するシステムの配置場所は、実際とは異なります。


